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       朱子学研究―伝統士大夫の思想とその位置― 
 
 本論文の構成は次の通りである。 
  緒言 
  第一篇 北宋時代における儒教の諸相 
   第一章「太極図の形成―儒仏道三教をめぐる再検討」、第二章「太極図・図説の浸透 
と変容―特に道教・仏教をめぐって」、第三章「「洪範」と宋代政治思想の展開―災 
異説と皇極概念」、第四章「宋儒晁説之について―考証学と仏教信仰のあいだ」 
  第二篇「朱子学理論の諸概念―聖人・理・易学」 
   第一章「道学の聖人概念―その歴史的位相」、第二章「理の思想について―朱子学と 
魏晋玄学の異同」、第三章「朱熹の象数易思想とその意義」、第四章「朱熹『周易参 
同契考異』について」 
  第三篇 朱子学の方法―修己（窮理と居敬） 
   第一章「重層的な知―朱熹窮理論の位相」、第二章「格物窮理のゆくえ―朱熹以後に 
おける二つの方向」、第三章「居敬前史」、第四章「静坐考―道学の自己修養をめぐ 
って」 
  第四篇 朱熹と政治―治人Ⅰ 
第一章「朱熹の政治思想」、第二章「朱熹の中央権力批判―王淮・留正・趙汝愚およ 
び慶元党禁をめぐって」 
  第五篇 朱熹と礼学―治人Ⅱ 
   第一章「『家礼』の刊刻と版本―『性理大全』まで」、第二章「宋代の家廟と祖先祭 
祀」 
  第六篇 朱子学雑纂 
   第一章「朱熹の事跡に関する幾つかの資料―武夷山・福州鼓山の題名石刻」、第二章 
「アメリカの宋代思想研究―最近の状況」、書評Ⅰ「標点本『朱子語類』」、書評Ⅱ「甘 
懐真、常建華両氏の近作に寄せて」 
  補篇 朱子学の周辺―儒教・道教・仏教 
   第一章「『易経』の理論と道教」、第二章「『悟真篇』の内丹思想」、第三章「『大乗起 
信論』の概念と修辞と撰者―中国学の立場から」 
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